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大阪府都市基盤施設維持管理データベースシステム
報告書抜粋資料
平成２８年４月
大阪府
§1． データベースと機能の概略検討
本章では、データベースとシステム機能についてその概略を整理する。システムの具体的な機能については、担当職員と協議のうえ詳細設計にて取りまとめるものとする。なお、本システムで取り扱う情報については、関係各課で共通様式を取りまとめているものや、新たに様式を検討しているものもあるため、本業務では整備範囲（対象施設）を明確に定め既存の台帳を収集するまでをその範囲とした。
1.1　 システムの整備範囲
1.1.1　 本システムでの担うべき業務

　本システムでは、大阪府都市整備基盤施設長寿命化計画や今後整備される府域の長寿命化計画を円滑に遂行することを目的に、維持管理データの一括管理を実現するとともに、職員の業務の効率化、現場作業の効率化を目指すものとする。
●維持管理データの一括管理
担当者異動によるデータの散乱防止、確実・永続的なデータ保存を可能
●計画策定支援
点検結果や補修設計の結果の反映と予算計画の支援
●現場における業務効率化
点検時・パトロール時・緊急及び災害時の現地情報の収集と共有
1.1.2　 システムの利用場面

　前述した業務に対し、本システムの利用場面を以下に示す。

【ケース１】日常業務での活用
●苦情や発災時の施設情報の確認

施設名、KP、住所等による位置検索とその周辺の調査結果の確認
●国や局からの集計対応

地区、施設諸元（延長、種別）、補修履歴等から、該当する施設を抽出
●占用物件等申請時の周辺施設情報の確認

申請箇所周辺の施設情報を閲覧
●ノウハウ集の検索・登録

キーワード検索によるノウハウ集の検索、作成したノウハウ集の登録・管理
【ケース２】計画策定支援
●実施予定の調査・施工箇所の表示
維持管理計画に基づき次年度の調査リストや位置図を表示
●点検補修の優先順位の検討
最新の調査や施工記録を反映した維持管理計画の作成
●10カ年計画の予算シミュレーション
施設ごとに、今後10カ年で補修、更新する施設のリスト作成と概算工事費による予算シミュレーション
●調査結果を使った劣化予測の検討
定まった手法を用いた施設の劣化予測検討
【ケース３】現場の業務
●パトロール、緊急時の施設確認
タブレットにより、現地で過去の調査結果を確認
●パトロール、緊急点検時の重点調査箇所のお知らせ
GPS機能を使い周辺の監視箇所をアラート
●パトロール、緊急時における現地発生事象やその対処方法の登録
初期開発は、現地の写真とメモを共有出来る程度、将来的には現場で発生事象やその対処方法を登録し、自動でCALSシステムと連携も視野
1.1.3　 システムの整備範囲と活用期間
(1) システムの整備範囲
　前述したシステムの利用場面を考慮し、本システムにおけるシステムの整備範囲を検討した。本システムでは、“維持管理データの一括管理”、“計画策定支援”、“現場における業務の効率化”を目的に、本システムで整備する内容について以下の様に定義した。
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図 1‑1システムの整備範囲
(2) システム活用期間

　各整備内容の担当と頻度、活用期間について、次頁に示す。
[image: image2.emf]4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

１．維持管理データの一括管理


①日常、緊急点検 巡回担当 適時

②定期点検（同時に施設情報を更新） 調査

調査会社

職員

1/1～5年

定期

登録

センター(仮)

職員

毎年

③補修 発注業務 施工会社 毎年 規模による

巡回 巡回担当 適時 モバイル

④長寿命化計画の立案 予測計画 コンサル

1/3～5年

定期

状態監視 職員 1/年 調査・補修結果をもとに整備

状態監視＋時間計画 職員 1/年 調査・補修結果をもとに整備

時間計画 職員 1/年 調査・補修結果をもとに整備

都市整備部MM委員会 本庁室課 1/年 ○ ○

方針作成 本庁室課 1/年

①次年度の計画立案 事務所 1/年

②3カ年、10カ年の計画立案 事務所本庁室課 1/年

③実績に伴う計画修正 事務所本庁室課 1/年

３．現場における業務効率化

①事務所、室課の業務 苦情や発災時の施設情報の確認 職員 適時

国や局からの集計対応 職員 適時

ノウハウの確認　追加の登録 職員 適時

②現場の業務（パトロール、緊急時） 施設情報の確認 巡回担当 適時 モバイル

重点調査箇所や監視箇所のお知らせ 巡回担当 適時 モバイル

補修履歴の登録 巡回担当 適時 モバイル

適用 項目

２．計画策定支援

○年度 ○＋１年度

細目１ 細目２ 担当 頻度

登録 施工

1/1

～

5

年 定期更新

変更

変更

変更


図 1‑2整備内容とシステム活用時期
1.2　 機能とデータベースの概略検討

1.2.1　 システム機能検討

　本システムでは、大阪府維持管理連携プラットフォームの取り組みとして、大阪府、府域の市町村が同じ仕組みを共有し、分野横断的に利用する仕組みを構築する。

　大阪府の各室課と事務所、市町村にヒアリングを実施した結果、維持管理システムを共有する事は望まれるもののデータの共有については今のところ個別で実施したいとの意見が多数を占めた。

　よって、本システムは、大阪府、府域の市町村で同じシステムを利用するが、登録されたデータは、登録した自治体でのみ利用出来るように、権限設定を行った上で運用するものとする。

(1) 維持管理体系
1） 基本的な維持管理の体系化

1 一般的な施設の維持管理フロー

　『大阪府都市基盤施設長寿命化計画』（行動計画）では、一般的な維持管理手法の標準的なフローを以下のように定めている。

日常的な維持管理は、CALSシステムにより運用されているが、計画的維持管理に対するデータの蓄積管理が課題となっており、今回のシステム化の対象範囲となる。
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図 1‑3維持管理業務全体フロー

表 1‑1　維持管理業務プロセス

	業務プロセス
	内容

	計画的
維持管理
	点検計画策定
	施設の特性や重要度、点検、補修データ等を評価・検証し、点検計画を策定する。

	
	点検、診断・評価
	施設の現状を把握するとともに、緊急対応や詳細調査、補修・更新など対策の要否等を診断・評価する。

	
	対策計画策定
	点検、診断・評価結果や重点化指標等に基づき、補修・更新等の対策計画を策定する。

	
	補修・更新等
（検討・設計含む）
	対策計画に基づき、計画的に補修・更新等の対策を実施する。

	
	データ蓄積・管理
	点検結果や補修・更新履歴などデータの一元的に蓄積・管理する。

	日常的
維持管理
	パトロール計画策定
	各事業室（局）課が定めるパトロール要領に基づき、過去の不具合や府民からの要望苦情ならびに現場の実施体制等を考慮して、路線（河川）・区間・施設毎のパトロール頻度等、具体的なパトロール計画を策定する。

	
	パトロール
	パトロール計画に基づき、不具合の早期発見、早期対応を図るために日常パトロール（巡視）等を実施する。

	
	要望苦情対応
	府民からの苦情や要望を受け付け、日常パトロール（巡視）や維持管理・修繕作業等に反映させる。

	
	作業方針の決定
	パトロール結果や要望苦情などを踏まえ、施設の不具合や規模等の現場状況に応じて、施設の不具合に対する作業の優先度や対応方法など作業方針を決定する。

	
	維持管理・修繕作業
	作業方針に基づき、直営作業等により維持管理・修繕作業を実施する。


	
	データ蓄積・管理
	パトロールや維持管理・修繕作業等の実施状況、府民からの要望苦情データの一元的に蓄積・管理する。

	評価・検証
	計画的維持管理、日常的維持管理の実施を踏まえ、評価・検証を行い、継続的にPDCAサイクルにより業務を向上させる。


2 計画的維持管理の流れ

近年の維持管理では、維持管理手法を設定する場合、事後保全か予防保全かを検討する。大阪府では、施設の維持管理を実施する場合、基本的に事後保全型で補修を行うのではなく、予防保全型で維持管理を実施する。

予防保全型では、劣化予測の難易度、点検データの蓄積状況、施設の安全性・信頼性などから、「時間計画」、「状態監視」、「時間計画」＋「状態監視」、「予測計画」の4つ（計画書では3つだが実際の管理は「時間計画」＋「状態監視」を入れて4つ）から計画タイプを選定する。
なお、予測計画型の施設（橋梁（大阪府版、国版）、舗装、モノレール、港湾施設（鋼構造）、海岸施設（鋼構造））は、長寿命化計画サブシステムを整備し大阪府職員と大阪府関係機関で運用できるものとする。
　

[image: image3]
図 1‑4一般的な維持管理のフロー

2） 長寿命化計画の整備方針

長寿命化計画は、先に示す4つのタイプで構成され、大きな流れは同じものの具体的な手順やシミュレーションの実施内容が異なる。今回、長寿命化計画サブシステムの対象となるのは、「予測計画型」の維持管理のみとする。
○流れと対象施設


[image: image4]
図 6‑5予測計画型維持管理の流れと概念

○長寿命化シミュレーションの条件設定


[image: image5]
図 1‑6予測計画型の設定条件
(2) 予算執行管理の手順とシステム化の範囲

1） 予算要求の流れ

　大阪府都市基盤施設長寿命化計画では、維持管理施設に関する予算要求書作成の一連の流れが整理されている。

　一年の概ねの流れを以下に示す。


[image: image6]

[image: image7]
図 1‑7予算要求の流れ

2） 予算要求の手順と作成資料

　ここでは、方針作成から予算要求までの手順をIPO（インプットプロセスアウトプット）形式で取りまとめ、一連の流れで修正されるべき情報を抽出した。予算要求では、各施設の実施計画表が年度予算から実績に応じた計画の修正まで、内容を更新しながら調整している資料であることが判明した。

表 1‑2予算要求の手順と作成資料

[image: image8]
3） 実施計画表

　実施計画表は、これまで各分野で即時に整備されており、分野横断的に確認する事は出来なかった。事業管理室では、今年度中に統一的な実施計画表を作成することを取り決め、その整備を進めている。本資料は、今年度中に整備される予定であるため、次年度に本システムに取り込み、システムで運用を図るものとする。
表 1‑3実行計画表
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4） システムの整備範囲
　システム化を検討するにあたり、調査から予算要求策定までの流れについて整理した。10カ年の計画立案に向け、財政課に予算要求資料として提出する資料は、本システムの情報だけでは整備出来ないため、実施計画表までを整備するものとする。
ただし、本情報を整備することで作成可能である以下の資料作成については、本システムのスコープ内とする。なお、表示内容は担当職員と協議の上整備する。
・主な施設の健全度達成率
各主要施設（橋梁、舗装、トンネル、道路法面、モノレール、道路照明灯等、堤防護岸等、砂防・地すべり・急傾斜、岸壁、護岸・防波堤等、防波堤・突堤等、遊具）の健全度を横並びで表示する一覧表。健全度の達成率を表示する。
・主要なインフラ施設の長寿命化対策
橋梁、河川水門・排水機場、融合、街路樹、係留施設等の鋼構造等の施設の対象施設と目標管理水準を下回った施設と次年度対策予定の箇所数を図表で表示する。
・耐用年数を超過している施設の対応状況
耐用年数を超過している施設の一覧。（施設名、就航年度、年齢、施設概要、健全度、重要度および点検実施年数等を整理）
5） システム運用後の点検台帳の整備項目
　10カ年計画策定には、その優先順位と予算計画を検討するにあたり、長寿命化計画立案時に検討する社会的影響度と対策工と対策費が必要となる。よって、今後の点検業務は、通常の点検結果に社会的影響度と対策工と対策費を加えたものを整備する必要がある。


図 1‑8点検台帳の変更
1.2.2　 システムの機能とメリットについて

　本システムでは、維持管理データを一括管理することで、計画策定支援や現場における業務の効率化を実現するための機能を実装する。なお、本業務はシステムの基本検討であるため、詳細の機能については詳細設計にて協議のうえ開発すること。

[image: image11]
図 1‑9本項の範囲
(1) 計画策定支援
　計画策定支援は、年度計画策定支援と3ヵ年10ヵ年計画立案、実績に伴う計画修正の機能を整備する。
1） 年度計画策定支援機能
各施設の点検記録と計画策定に必要な複数の情報を登録することで、事務所と各年度計画の策定支援を支援する機能を整備する。

· 計画立案時には、予算に合わせて自動的に平準化する
· 本システムで計画した結果は、ポータルサイトに結果を範囲する

· 本庁と事務所で10カ年計画を調整する

2） 長寿命化計画（長期計画の確認）
　長寿命化計画サブシステムは、長期計画を立案するためのアプリケーションであることから、利用頻度が極端に低い（1回/年程度）。よって、利用頻度と開発費用を考慮して、予測計画型の長寿命化計画シミュレーションが実行できる市販のソフトウェアを購入して連携する仕組みを採用する。なお、大阪府独自の台帳・管理施設である橋梁、モノレールおよび港湾施設は、市販のソフトウェアを一部改良して整備する。
· 長寿命化計画サブシステムは、共有システムとは独立したアプリケーションを導入する。

· 橋梁の長寿命化計画サブシステムは、橋梁を一括発注している大阪府都市整備推進センター等の第３者機関にも導入し、代理で計画を立案できる仕組みとする。

· 市町村が個別に導入する場合は、別途、ソフトウェアを購入して導入する。


[image: image12]
図 1‑10長寿命化サブシステムの位置づけ

3） 本機能のメリット

　本機能を整備することで、調査結果と直結した維持管理計画を正確に遂行出来るとともに、予算要求資料の作成を迅速に遂行できる。また、履歴を残すことで、過去の経緯の把握も可能となる。
(2) 現場における業務効率化
1） 事務所、室課の業務の効率化
　本システムでは、事務所や本局室課の各職員が効率的に維持管理業務を遂行出来るように、施設情報やノウハウ集等をGISや台帳管理システムを使って、効率的に検索する仕組みを開発する。


○検索機能のイメージ

　検索イメージを以下に示す。検索は、住所や路線名、河川名等の位置情報で絞り込む他、必要な施設のみを絞り込むための検索機能を整備する。

　検索条件は、2段階で整備するものとし、1段階目は良く検索を行う項目で構成する。さらに、細かい条件で検索する場合は、2段階目の検索条件にて検索する。




図 1‑11段階的な文字検索

　検索結果は、集計表として表示され、施設情報の表示、集計用のエクセル出力、GISを使った位置表示（主題図）等を可能とする。
図 1‑12検索後の画面遷移
2） 現地作業の効率化
　本システムでは、現場で維持管理情報を活用するために、モバイル端末を導入したシステムを開発する。
初期開発におけるモバイルは、「点検結果の閲覧」と「現地での情報取得の共有」、「要望苦情（市町村版）」を実施する。要望苦情情報の運用は、システム運用後に試験的に実施し、CALSとの連携を調整するものとする。

[image: image13]
図 1‑13モバイル開発の段階的な整備イメージ

モバイルは、維持管理コストを考慮しWi-Fi接続モデルを採用する。

現地での維持管理情報の検索を簡易にするため、モバイルにもGIS機能を整備し、日常業務で活用する。

・地図表示機能

・検索機能

・GPSによる位置表示機能

・ファイル閲覧機能

・写真撮影機能

・要望苦情登録機能（共有システムと連携）

・緊急点検登録機能（共有システムと連携）

・河川定期点検登録機能（共有システムと連携）

[image: image14]
図 1‑14モバイルのイメージ

3） 要望苦情対応業務の効率化（市町村）
　本システムでは、市町村が利用する機能として要望苦情対応機能を整備する。要望苦情機能は、新規登録、閲覧機能、対応結果の出力機能、集計表の出力機能で構成する。登録内容は、将来的に大阪府でも利用することを考慮して、大阪府建設CALSシステムと同じ内容で整備する。






図 1‑15要望苦情の登録運用イメージ

4） 緊急点検業務の効率化
　大阪府では、定期点検や日常パトロール以外に,社会基盤施設にその連続性が危惧される重大な不具合を発見した場合、緊急点検を実施している。緊急点検は、直営による初動確認（目視等）を基本に実施する。その後、専門性や実施難易度等を考慮し、委託による点検が必要かを判断する。
本システムでは直性による初動確認の履歴を蓄積し今後の維持管理に活用するべく、緊急点検を登録する機能を整備する。なお、緊急点検のフォーマットは、どの点検にも対応出来るように共通の個票を整備するものとする。現時点の緊急点検のフォーマットは、たたき台をもとに職員と協議の上、開発する。
5） 本機能のメリット
　維持管理情報をデータベース化し共有することで、要望苦情および災害発生時の施設点検の状況確認が迅速化し、早期対応が可能となり住民サービスが向上する。また、要望苦情情報をシステムで管理することで、対応状況が把握出来るとともに、同一条件の要望苦情をGISで表示することで、問題多発箇所が明らかとなり、抜本的な対応の検討や事前の対策を検討出来る。
1.2.3　 本システムで取り扱う情報について
　本システムで取り扱う情報は、平成27年3月に整備された『大阪府都市基盤施設長寿命化計画』に基づき整備する。ただし、データベースとして取り扱う情報は、本業務にてヒアリングを実施することで、より具体的な資料（台帳）やデータ（既存のデータ）を特定した。
　なお、本システムで取り扱う情報は、維持管理情報の一括管理、計画策定支援および現場における効率化を行うために、点検台帳を中心とした施設情報や計画策定を支援する計画支援情報、GISやモバイルで利用する地図情報等を整備する必要がある。

(1) 施設関連情報
1） 本システムで取り扱う施設情報の種類

前述した業務内容を実現するために、本システムでは、施設管理に必要となる以下の情報を取り扱うものとする。

表 1‑4施設関連情報の種類
	種別
	細別
	概要

	施設関連情報
	施設台帳
	・維持管理のデータを扱うための基本的な諸元を整理した台帳

・基本的にCALSシステムにより整備されているため、そのデータを活用

・CALSシステムにより整備されていないものは、点検台帳から抜粋したものを新たに整備

・基本的に各施設と対応する空間情報を整備

	
	点検台帳
	・定期点検、詳細点検および緊急点検の台帳

・大阪府都市整備基盤施設長寿命化計画にて定義されているものを基本

・府域の市町村では、主に国土交通省が定めた点検要領に準拠した台帳を整備

・府域の市町村では、大阪府の点検要領と国土交通省が定めた点検要領のいずれかを選択して利用

	
	補修履歴
	・施設の補修・補強、部分更新の履歴を管理するための情報
・補修履歴は、主に工事業者が作成し成果品として納入

・すでに定義済みの施設についてはその内容を踏襲


2） 各分野で取り扱う施設の種類
次年度整備する予定の施設は、局の関係各課と協議により決定した。本システムで取り扱う情報を以下に示す。なお、河川施設、公園施設、設備全般については、一部台帳の統一化や長寿命化計画を策定中であるため、次年度に改めて定義する。
　　　　　　表 1‑5整備施設一覧表


[image: image15]
　　　　は、次年度にフォームの調整や内容の調整が必要
なお、本業務にて入手した点検台帳は、分野別帳票に取りまとめた。データベースの設計は、詳細設計にて実施する。下水道の管渠は、大阪府の施設を空間情報と概略の属性のみ整備する。
以下に過年度の業務にて調査した大阪府および市町村の管理施設数を示す。なお、本データは平成26年度の『維持管理アクションプログラム（案）見直しに関する検討委託』にて収集した情報をもとに整理しており、詳細設計にて再調整すること。
　　　　　　表 1‑6大阪府の管理施設一覧表
	分野
	施設・設備
	単位
	数量
	備考

	道路
	施設
	道路
	　
	km
	1,527
	193路線（※H25.4.1道路現況調査より）

	
	
	橋梁
	15m以上
	橋
	859
	　

	
	
	
	2m以上15m未満
	橋
	1,350
	　

	
	
	トンネル
	　
	ヵ所
	30
	　

	
	
	舗装
	　
	km
	1,517
	※H25.4.1道路現況調査より

	
	
	CO構造物
	地下道、地下歩道
	ヵ所
	25
	　

	
	
	
	共同溝
	ヵ所
	6
	　

	
	
	横断歩道橋
	　
	橋
	245
	　

	
	
	道路法面
	　
	ヵ所
	372
	H22道路防災総点検結果による要対策箇所

	
	
	排水施設
	　
	－
	－
	　

	
	
	交通安全施設
	道路照明灯
	灯
	約23,000
	　

	
	
	
	道路案内標識
	基
	約13,000
	　

	
	
	
	道路情報提供装置
	基
	22
	　

	
	
	モノレール
	2路線
	km
	29
	　

	
	
	街路樹
	高木
	本
	約53,000
	　

	
	設備
	道路関連
	受変電設備
	－
	－
	　

	
	
	
	排水ポンプ設備
	－
	－
	　

	
	
	
	トンネル換気設備
	－
	－
	　

	
	
	
	昇降設備
	－
	－
	　

	河川
	施設
	堤防・護岸、特殊堤、堰・床止工、河道
	　
	㎞
	777
	管理延長

	
	
	地下河川
	　
	㎞
	16
	　

	
	
	地下調節池
	　
	箇所
	24
	　

	
	
	水門、排水機場、防潮扉等
	　
	基
	112
	　

	
	
	船着場
	　
	基
	7
	　

	
	
	砂防堰堤
	　
	箇所
	852
	　

	
	
	急傾斜施設
	擁壁、法枠、アンカー等
	箇所
	178
	　

	
	
	地すべり施設
	集水井、横ボーリング、杭等
	箇所
	13
	　

	
	
	均一型フィルダム
	　
	基
	1
	狭山池ダム

	
	
	中央心壁型ロックフィルダム
	　
	基
	1
	箕面川ダム

	
	設備
	水門（樋門含む）
	　
	箇所
	27
	　

	
	
	排水機場
	　
	箇所
	6
	　

	
	
	防潮扉
	　
	箇所
	79
	　

	
	
	堰
	　
	箇所
	2
	　

	
	
	ダム設備
	　
	箇所
	2
	　

	
	
	河川浄化設備
	　
	箇所
	7
	　

	
	
	電気設備
	受変電設備
	箇所
	31
	　

	
	
	
	自家発電設備
	箇所
	30
	　

	
	
	
	監視制御設備
	箇所
	31
	　

	
	
	
	テレメータ設備
	箇所
	328
	　

	
	
	
	河川警報設備
	箇所
	12
	　

	
	
	
	遠隔操作通信設備
	箇所
	2
	　

	
	
	昇降設備
	昇降設備
	箇所
	5
	　

	公園
	施設
	公園
	　
	公園
	19
	985.0ha

	
	
	遊具
	　
	基
	541
	16公園

	
	
	園路・広場
	　
	㎡
	1,150,000
	19公園

	
	
	公園サービス施設等
	野球場
	面
	14
	9公園

	
	
	
	陸上競技場
	箇所
	3
	3公園

	
	
	
	テニスコート
	面
	121
	14公園

	
	
	
	プール
	箇所
	4
	4公園

	
	
	
	トイレ
	棟
	178
	19公園、うち防災用30棟

	
	設備
	公園関連
	受変電設備
	基
	67
	14公園

	
	
	
	非常用発電設備
	基
	29
	10公園

	港湾
	施設
	岸壁・物揚場
	鋼構造
	施設
	40
	　

	
	
	
	CO構造
	施設
	64
	　


	
	
	護岸
	鋼構造
	施設
	20
	　

	
	
	
	CO構造
	施設
	111
	　

	
	
	防波堤
	鋼構造
	施設
	2
	　

	
	
	
	CO構造
	施設
	53
	　

	
	
	緑地
	園路・ベンチ等
	箇所
	10
	　

	
	
	泊地・航路
	　
	－
	20
	　

	
	
	橋梁
	　
	橋
	10
	　

	
	
	臨港道路
	舗装・交通安全施設
	km
	約67
	　

	
	
	荷捌き地等
	　
	k㎡
	約1
	　

	海岸
	施設
	防潮堤
	堤防・護岸
	km
	74
	　

	
	
	突堤
	　
	基
	105
	　

	
	
	離岸堤
	　
	基
	23
	　

	
	
	導流堤
	　
	－
	－
	　

	
	
	養浜・砂浜等
	　
	km
	3
	　

	
	
	潜堤
	　
	基
	6
	　

	
	
	水門・排水機場
	土木
	施設
	17
	　

	
	設備
	水門（樋門含む）
	　
	箇所
	53
	　

	
	
	排水機場（ポンプ）
	　
	基
	25
	　

	
	
	防潮扉
	　
	箇所
	152
	　

	
	
	電気設備
	受変電設備
	基
	21
	　

	
	
	
	自家発電設備
	基
	14
	　

	
	
	
	監視制御設備
	基
	21
	　

	
	
	
	テレメータ設備
	基
	5
	　

	
	
	
	遠隔操作通信設備
	基
	3
	　

	
	
	昇降設備
	昇降設備
	基
	1
	　

	下水
	施設
	管渠
	管渠
	km
	558
	　

	
	
	
	人孔
	基
	1,896
	　

	
	
	水槽等
	処理場
	箇所
	14
	　

	
	
	
	ポンプ場
	箇所
	32
	　

	
	
	管理棟等建築
	処理場
	箇所
	14
	　

	
	
	
	ポンプ場
	箇所
	32
	　


　　　　　　　表 1‑7市町村の管理施設一覧表
	分野
	道路分野
	河川分野
	公園分野

	施設名
	道路
	橋梁
	トンネル
	舗装
	擁壁(高さ5m以上)
	道路法面
	横断歩道橋
	道路標識
	照明灯
	街路樹（高木・中木・低木）
	河道施設
（堤防・護岸・堰等）
	公園施設
（遊具等）

	　
	道路管理延長（km）
	道路
橋管理
橋数
	トンネル本数
	舗装
管理面積
（km2）
	擁壁管理延長
（km）
	道路法面要対策箇所数
	歩道橋管理
橋数
	道路標識管理基数
	照明灯管理基数
	街路樹管理本数
	準用河川管理延長（km）
	普通河川管理延長（km）
	管理公園数

	豊中市
	614
	223
	0
	3.8
	　
	　
	15
	1500
	21568
	100858
	0.0
	0.0
	400

	高槻市
	884
	812
	0
	4.8
	　
	　
	1
	　
	25083
	234350
	6.6
	34.3
	216

	枚方市
	693
	256
	1
	4.2
	　
	　
	6
	10
	3200
	221342
	10.4
	240.0
	445

	東大阪市
	859
	361
	0
	5.2
	0
	0
	5
	0
	5219
	228207
	1.7
	0.0
	250

	岸和田市
	545
	231
	0
	3.0
	　
	0
	1
	265
	1327
	65491
	3.6
	25.0
	131

	池田市
	209
	122
	0
	1.2
	　
	　
	9
	21
	6500
	44907
	1.1
	0.0
	127

	吹田市
	501
	167
	0
	3.4
	2
	9
	23
	206
	20988
	190213
	0.0
	0.0
	130


	泉大津市
	156
	59
	0
	1.0
	0
	0
	0
	98
	700
	18429
	0.0
	0.0
	43

	貝塚市
	273
	130
	1
	1.6
	0
	0
	0
	0
	0
	40156
	0.0
	0.0
	35

	守口市
	189
	47
	0
	1.2
	0
	0
	0
	14
	2500
	106856
	0.0
	0.0
	62

	茨木市
	636
	434
	0
	3.8
	　
	　
	2
	697
	17043
	115895
	1.1
	360.0
	133

	八尾市
	587
	371
	0
	3.2
	　
	1
	8
	181
	1780
	144416
	1.8
	10.1
	281

	泉佐野市
	267
	88
	0
	1.5
	　
	　
	2
	　
	930
	44232
	0.0
	4.1
	50

	富田林市
	291
	72
	1
	1.8
	0.7
	10
	2
	52
	1160
	125095
	1.7
	10.7
	62

	寝屋川市
	296
	267
	0
	1.7
	0
	0
	8
	0
	2000
	52662
	0.0
	　
	68

	河内長野市
	377
	115
	4
	2.3
	　
	5
	10
	　
	796
	80373
	3.9
	60.0
	255

	松原市
	206
	88
	0
	1.1
	　
	0
	0
	　
	432
	23044
	0.0
	0.0
	33

	大東市
	207
	119
	0
	1.2
	　
	　
	3
	　
	1131
	12126
	0.5
	8.4
	38

	和泉市
	365
	140
	3
	2.5
	　
	　
	0
	　
	2670
	45843
	6.5
	38.2
	292

	箕面市
	373
	162
	0
	2.4
	　
	　
	2
	　
	　
	47301
	4.5
	13.5
	174

	柏原市
	195
	131
	0
	1.0
	　
	　
	4
	59
	782
	5776
	0.8
	0.0
	19

	羽曳野市
	290
	92
	0
	1.6
	0
	0
	0
	52
	670
	29,341
	0.0
	0.0
	27

	門真市
	161
	92
	0
	1.1
	0
	0
	2
	　
	1200
	31708
	0.0
	55.0
	55

	摂津市
	189
	164
	0
	1.2
	0
	0
	0
	210
	716
	20706
	0.0
	0.0
	42

	高石市
	101
	42
	0
	0.7
	0
	0
	0
	　
	334
	78342
	1.3
	0.0
	63

	藤井寺市
	171
	122
	0
	0.8
	0
	1
	0
	0
	5450
	5987
	0.8
	0.0
	27

	泉南市
	206
	82
	0
	1.2
	　
	　
	0
	5
	　
	20635
	3.4
	16.6
	135

	四條畷市
	172
	123
	0
	0.9
	1.1
	67
	0
	10
	554
	52488
	0.7
	0.0
	15

	交野市
	193
	137
	0
	1.1
	　
	　
	1
	0
	313
	21983
	13.8
	12.0
	26

	大阪狭山市
	161
	62
	0
	1.0
	　
	　
	1
	0
	1472
	31706
	0.0
	　
	90

	阪南市
	205
	74
	0
	1.2
	　
	　
	2
	1
	446
	72869
	8.2
	0.0
	19

	島本町
	69
	106
	0
	0.4
	　
	　
	2
	11
	223
	4186
	0.0
	0.0
	12

	豊能町
	148
	72
	1
	0.8
	　
	　
	　
	1
	653
	35638
	2.1
	　
	83

	能勢町
	227
	233
	0
	0.9
	　
	　
	0
	5
	18
	0
	4.8
	　
	0

	忠岡町
	51
	7
	0
	0.3
	0
	0
	0
	2
	239
	8639
	0.0
	0.0
	6

	熊取町
	146
	41
	1
	0.9
	　
	　
	1
	　
	256
	8392
	2.2
	11.5
	93

	田尻町
	33
	6
	0
	0.2
	0
	0
	0
	　
	　
	4500
	0.0
	0.0
	10

	岬町
	137
	106
	0
	0.7
	　
	　
	0
	0
	4
	0
	0.0
	　
	5

	太子町
	74
	41
	2
	0.4
	　
	　
	0
	　
	　
	5181
	0.7
	　
	19

	河南町
	153
	81
	0
	0.7
	　
	　
	0
	24
	253
	18313
	5.1
	9.5
	24

	千早赤阪村
	56
	30
	1
	0.26
	0
	0
	0
	65
	12
	0
	0
	19.357
	0

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	合計
	11,666
	6,108
	15
	68
	4
	93
	110
	3,489
	128,622
	2,398,186
	87
	928
	3,995


(2) 計画支援情報

1） 本システムで取り扱う計画支援情報の種類

前述した業務内容を実現するために、本システムでは、施設管理に必要となる以下の情報を取り扱うものとする。
表 1‑8計画支援情報の種類

	種別
	細別
	概要

	計画支援情報
	長寿命化計画基本情報
	・予防保全型維持管理を計画するための情報
・時間計画型、状態監視型、時間＋状態監視型、予測計画型に分類される

・予測計画型の施設は、長寿命化計画サブシステムを利用して、施設の劣化を予測する

	
	10カ年計画情報
（現在策定中）
	・10カ年計画を検討するために、点検結果の健全度に点検結果と社会的影響度、概算工事費等のデータ
・更新時期や社会的影響度、概算工事費は、点検台帳作成時に整備

	
	目標管理水準
	・施設毎に定められた目標管理水準

・現時点で、数値化出来ていないものについては、次年度以降のWGで調整

	
	更新サイクル
	・『大阪府都市基盤施設長寿命化計画』にて作成された目標寿命を基本的な更新サイクルとして活用


2） 長寿命化計画情報
本業務で整備する施設における予防保全のタイプは、『大阪府都市基盤施設長寿命化計画』（行動計画）にて定義されており、基本的にその内容を踏襲するものとした。
予防保全の情報は、長寿命化計画サブシステムのデータ形式に合わせて、データを保存する。長寿命化計画サブシステムで扱うデータは、全てデータベースとして保存する必要は無い。ただし、長寿命化計画サブシステムを使って、劣化分析が可能となるように、台帳データ作成支援サブシステムにて作成したデータ集約する。
(3) 地理情報

1） 本システムで取り扱う計画支援情報の種類

前述した業務内容を実現するために、本システムでは、GISによる地図を使った表現やモバイルにて施設検索や住所検索等を実現するために必要となる以下の情報を取り扱うものとする。ただし、これらデータは、構築段階で原点データを確認したうえで搭載可否を決定する。
表 1‑9地理情報の種類
	種別
	細別
	概要

	地理情報
	背景地図情報
	・電子地形図（国土地理院）縮尺レベル25,000

・大阪府大縮尺地形図（OVTD）縮尺レベル2,500
・インターネット回線で運用可能であることを前提にIPC地図もしくはGoogle Map等をマッシュアップで活用

	
	行政区域
	・府、市町村の境界

	
	住所情報
	・地名辞典（国土地理院無償版）

	
	河川距離標
	・河川の距離標（大阪府のみ）

	
	路線情報
	・日本デジタル道路地図（DRM）

	
	施設位置情報
	・基本的にCALSシステムにて整備されているデータをもとに、データを変換して作成

	
	重点化指標情報
	・道路（交通量、25t指定、バス路線、通学路、道路幅員、広域緊急交通路、府県間・ICアクセス、事前通行規制区間）

・河川、公園（次年度調整）

・港湾（耐震強化岸壁、フェリー接岸、港格、取扱貨物量）

	
	維持管理マップで整備したデータ
	・鳳土木の維持管理マップ作成にて整備した施設情報以外のデータ

	
	
	



(4) 維持管理情報の体系化

1 基本的な維持管理方法
· 施設ごとに点検結果を管理する
· 施設の点検結果と予算計画の対象箇所が、直接結びつく
· 長寿命化計画の情報は、アーカイブデータとして管理（予測計画型はシステムと連携）
· 大阪府建設CALSシステムとの連携は、システム運用後に改めてその改修費用を含めて調整する


[image: image16]
図 1‑16一般的な施設の体系図
○データの持たせ方
　施設台帳をキーに、点検、補修、長寿命化計画、予算等の情報が連携するデータ構成となる。


[image: image17]
図 1‑17データの構成のイメージ

2 河川の維持管理方法
· 本システムは、以下の構成を基本とするがシステム検討WGの結果により、整備内容が変更する場合がある

· 河川カルテは、業者が更新したものをシステムでアーカイブとして閲覧出来る仕組みとする

[image: image18]
図 1‑18河川施設の体系図
○データの持たせ方

· 調査結果と施設の情報は、調査区間レイヤを通して集約（検索）可能。
· 河川の施設情報を利用する必要があれば、CALSよりデータを移行。
· 他の施設とは、データの扱い方が変わる
· 施設情報と損傷毎の点検結果、及び区域情報で構成する。

· 区域情報をもとに、損傷情報と施設情報を関連させる。





図 1‑19データの構成のイメージ
なお、道路の舗装は、損傷箇所と区間および舗装構成で構成されるため、河川の維持管理体系と概ね一致する。
(3) 分野横断的に統一された仕組み

　本システムでは、複数の分野を一元的に管理する仕組みを整備する。特に土木事務所における日常の維持管理業務では、他部署の施設情報や区域情報を確認する機会があり、分野横断的に施設を検索する仕組みが求められる。

　分野横断的に施設を検索する仕組みとして、施設台帳に共通のデータ項目を整備するとともに、GISを有効に活用することを提案した。


[image: image19]
図 1‑20分野横断的な検索をするために必要な情報
1 施設台帳に共通のデータ項目を整備

　施設台帳は、基本的にCALSシステムからデータを整備するが、分野横断的にキーワード検索を可能とするため、施設コードをベースとする統一的な施設番号（施設のマイナンバー）を整備する。

　統一的な施設番号（施設のマイナンバー）を整備することで、港湾護岸のように連続する施設においても施設の特定を可能とする。また、整備年度や施設規模、名称等の共通的な静的情報を定義することで、横断的な検索も可能となる。

· 統一的な施設番号（施設のマイナンバー）＝施設種別番号＋施設管理番号

· 共通項目（案）⇒施設名称、施設番号、整備年度、廃止年度
　　　　　　　　　　　　
[image: image20]
図 1‑21施設情報の基本構成
2 地理情報を使いGISの有効活用
　施設台帳には、必ず位置情報を整備する。位置情報を整備することで、あるエリアを指定しその範囲内の施設を抽出することが可能となるため現地での利用性が向上する。位置情報は、大阪府建設CALSシステムのデータを利用する。なお、大阪府建設CALSシステムにデータの無い施設は、本システム整備時に位置情報を定義しそのデータを整備する。
　なお、本システムでは、点検結果をもとに様々な分析を可能とするために、施設条件や点検結果をもとに検索した結果を主題図として表示するための情報として活用する。
3 各種台帳・情報の電子化の方針
以下に本システムで取り扱う台帳の電子化の範囲について整理する。なお、ここで整理する電子化の範囲については、詳細設計時の機能設計やデータベースの定義作成に合わせて、適時修正するものとする。
表 1‑10各種台帳・情報の電子化方針
	種別
	データベース化の方針
	台帳の形式

	施設台帳
	・基本的には建設CALSシステムからデータを整備する。

・建設CALSシステムにデータが無い物については点検台帳から施設情報を抽出し整備する。
	・台帳は、既存の様式に合わせて出力したPDFもしくはエクセルデータを保管する。

	点検台帳
	・今年度に整備される実施計画表に必要なデータをデータベースとして整備する。（詳細設計にて定義）
・橋梁、舗装、モノレールについては、既存のシステムからデータを整備する。
・その他の台帳は、電子納品されたデータをもとに、データベースを整備する。（現在利用している様式のデータまでを対象とし、紙だけのものは対象外とする）
	・台帳は、今後変更することが予想されるため、現在利用している様式に合わせて出力したPDFもしくはエクセルデータを保管する。

	補修情報
	・橋梁、舗装、モノレールについては、既存のシステムからデータを整備する。
・その他の情報は、対象外とする。
	・なし

	長寿命化情報
	・予測計画型の施設については、最新の長寿命化計画の情報をサブシステムのデータとして整備する。
	・なし

	予算情報
	・予算情報は、実施計画表とリンクして整備される情報を言う
・初期データは、次年度作成される実施計画表のデータをもとに整備する。
	・なし


1.2.4　 システムの運用ルールについて

計画的に維持管理・長寿命化計画を策定するには、日々の点検情報・工事情報の蓄積が欠かせない。ここでは、これら日々の点検情報・工事情報を適切に蓄積するために必要な課題を現状から整理し、その対策方法をシステムの運用ルールとして整理した。
(1) 維持管理情報の現状

維持管理情報は、現在、CALSシステムや個別システム、事務所ごと（ものによっては担当者レベル）に管理されており一元的に保管されていない。また、データの保管、更新も統一的な運用ルールがなく、効率的に蓄積出来ていないため、データが古くて使われないものも散見される。
これらの状況が発生する課題を以下の様に考えた。

1 台帳フォーマットの未整備
具体的な調査内容や帳票の形式が決まっているものの、データベース化できるレベルのフォーマットが未整備のため、様々な形式のデータが納品される
2 データをストックするためのルール不在

　発注時の共通仕様書や特記仕様書において、データレベルでの納品仕様が整理されていないため、データベースをストックできない
3 職員によるデータ更新が困難

　財政難による職員の減少、維持管理に対する対応の増加等にともない、日常業務に追われ新たな職務の追加が困難
(2) 整備すべきルールについて
上記課題を解決するために以下の仕組みを整備し、適切なシステム運用を目差すものとする。
1 入力ツールの整備
　施設台帳、点検台帳、補修データの入力ツールを整備し、統一されたデータを整備
2 データ整備の共通仕様書や特記仕様書の整備
　入力ツールの提供、具体的な電子データの作成、納品前チェック等を共通仕様書で定めツール化を徹底
3 第３者機関の活用
　データのチェック、登録は、第３者機関を入れることで、職員への負担を軽減するとともに適切なデータ管理を実施
また、第３者機関では、登録するデータのチェックだけでなく、システムの運用も依頼する。
(3) 施設情報の登録・更新について

1） 点検及び工事データの登録・運用について
施設情報の登録・更新については、大阪府において橋梁と舗装の補修履歴を電子データとして収集している。一方、兵庫県や国土交通省では、請負工事、設計業務、点検業務において、広範囲の施設情報の登録・更新をすでに実施している。章末に、これらを参考事例として整理する。
大阪府では、システム開発時、ここに挙げる兵庫県の事例を参考に「土木工事共通仕様書」や「設計業務等共通仕様書」を整備工種に合わせて、大阪府のシステムに会わせた内容の仕様書を整備するものとする。なお、施設情報は、施設台帳として整備されるが、点検や施工時に既存の施設台帳に誤りがある場合、業務内で修正して納品することも仕様書で定めるものとする。
2） 施設情報の登録・運用について

システム整備後は、施設台帳等作成チェックリストを整備し、点検・工事業者と発注者・第３者機関がそれぞれの役割を果たし、データを更新する。
・点検業者と発注者は、対象施設を確認
・点検業者は、発注者に所定のチェックリストを提出

・発注者は、台帳作成ツールを提供

・発注者は、施設台帳を確認

・発注者は、受入検証を実施

・点検業者は、成果品を納品。
3） 工事履歴情報の更新

既存のシステムのある橋梁、舗装については、すでに工事履歴の情報がストックされており、そのルールも統一されている。しかし、それ以外の施設においては、登録情報やそのルールも統一されていない。登録ルールは、兵庫県の仕組みを参考に整備するものとする。
ここでは、工事業者が作成する工事履歴情報を定義する。今後、システムにより蓄積された工事履歴は、対策箇所の進捗状況の把握や予算要求時の対策済み工事の把握等のモニタリングや、類似事例の履歴確認（傾向把握）、劣化予測の分析等に利用される。

工事履歴情報は、これら利用用途からある程度汎用性を考慮し、以下の項目を整備するものとした。

表 1‑11工事履歴情報一覧
	項目
	内容
	適用

	工事名
	工事の名称
	

	工期
	工事の発注日と竣工日
	

	対策箇所
	対策箇所のID（システムの施設ID）
	発注時に提供

	工事費
	工事全体の費用（千円）
	

	工事分類
	工事分類と代表工種
	

	工事概要
	TECRIS,CORINS等に登録した概要
	

	CALSの管理番号
	CALSシステムと連携出来る番号
	

	詳細情報
	予測計画型の施設は、詳細な項目を設定
	

	対策状況
	対策済みフラグ
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図 1‑22システムでの活用シーンと整備情報
(4) システムの運用保守について

　システムの運用保守は、職員が実施するのではなく、維持管理の知識を有する第３者機関等が行うものとする。

　主な保守内容は,以下の通り。

1 システム全体の運営保守
2 成果品のチェックとデータベースへの登録

3 システムのサポート窓口
4 データベースを活用した予算要求資料作成支援

1.2.5　 ネットワーク構成について

本システムは、大阪府の各職員、府域の市町村および（公財）大阪府都市整備推進センター等にて運用する可能性があることから、一般のインターネット回線もしくはIP-VPN回線を利用したwebシステムとして運用する。

　IP-VPN回線は、マイナンバー制度の導入に伴い総務省の「ネットワーク強靱化」政策をうけ、大阪府が準備している。ただし、大阪府域の市町村では、独自にネットワーク対策を実施するところやインターネット端末を限定するところなど様々な形態が予測される。

　行政総合ネットワーク（LGWAN回線）は、第３者機関が接続できないことや大阪府の職員も利用者が制限されていることから、今回は採用しない。

表 1‑12ネットワーク回線の種類と候補
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図 1‑23IP-VPNの導入イメージ

1.2.6　 システム稼働環境
　本システムは、インターネット環境にて大阪府と市町村が同じシステムを利用するものである。本システムは、基本的にデータセンターにて運用され、webブラウザにて利用するアプリケーションである。なお、長寿命化計画サブシステムは、スタンドアロンもしくはwebアプリケーションのいずれでも良い。また、現地アプリケーションは、Wi-FiタイプのAndroid端末を採用する。
　以下に共有システムおよびサブシステムの稼働環境を示す。
表 1‑13共有システムの稼働環境
	構成要素
	利用形態
	システム要件

	全体
	府及び市町村の関係部署職員が、日常的に自席のパソコンからインターネット回線を通じてアクセス（同時に複数者がアクセス）し、情報の検索、閲覧、入手を簡易に実施する。
	· 本設計書に指定する要件を装備していること
· データセンターを利用した構築が可能なこと
· インターネット回線を利用したシステムとすること
· Webブラウザのみ（ノンプラグイン方式）で稼動するシステムであること
（通信プロトコルはhttp及びhttpsのみ）
· ユーザ認証及びSSL認証をおこなうこと
· 同時接続端末数は当初100台とするが、ライセンスは1台単位で追加が可能なこと
· 機能拡張が可能な連携インタフェースを装備していること

	ポータルサイト
	
	· ユーザＩＤ・パスワード認証により、対象ユーザごとに設定した情報を設定できること
· 認証情報を保持した状態でＧＩＳ、台帳管理、計画支援、要望苦情管理、ノウハウ管理の各種機能を利用できること

	　ＧＩＳ
	
	· 府及び市町村が今後５年間利用することを想定した数量のレイヤ及び関連データ搭載が可能なこと
（最大10,000レイヤを想定）
· 府及び市町村で共有、府のみ、各市町村のみ、府及び市町村の各課のみなど、レイヤの閲覧・利用対象を柔軟に設定可能なこと
· 一般社団法人全国地域情報化推進協会の準拠登録製品（ＧＩＳユニット）であること

	　台帳管理
	
	· 府及び市町村が今後５年間利用することを想定した数量の施設データ（台帳・点検情報等）の管理が可能なこと
· 府及び市町村で共有、府のみ、各市町村のみ、府及び市町村の各課のみなど、データの閲覧・利用対象を柔軟に設定可能なこと
· ＧＩＳと連携して位置情報からの検索、台帳から位置情報の呼び出しができること

	　計画支援
	
	· 府及び市町村が今後５年間利用することを想定した数量の計画情報の登録・履歴管理が可能なこと

	　要望苦情管理
	
	· 市町村が今後５年間利用することを想定した数量の要望苦情の登録・管理が可能なこと
· システム運用開始後に、利用範囲を府関係課及び土木事務所に拡張する可能性があるため、これを考慮し構築すること

	　ノウハウ管理
	
	· 府及び市町村が今後５年間利用することを想定した数量のノウハウ集の登録・管理が可能なこと


表 1‑14　サブシステムの稼働環境
	構成要素
	利用形態
	システム要件

	長寿命化計画サブシステム
	府及び市町村の関係部署職員、またはセンター等職員、長寿命化計画を受託した事業者が、長寿命化計画策定時（１年～数年に１回程度）、自席のパソコンまたは専用パソコン上で利用する。
同時に複数者が利用することはない。
	· 本設計書に指定する要件を装備していること
· Windowsパソコンでスタンドアロン環境で利用が可能なシステムであること
· システム稼動に必要となる各種プログラム、環境ファイルを一式で配布できる仕組みとすること
· 利用者ライセンスの管理ができること（複製による不正利用ができない仕組みとする）

	現地サブシステム
	府及び市町村の関係部署職員が現地で専用モバイル端末で利用する。
	· 本設計書に指定する要件を装備していること
· Android OSのモバイル端末で利用が可能なシステムであること
· システム稼動に必要となる各種プログラム、環境ファイル、データを一式で配布できる仕組みとすること
· ユーザ認証ができること（セキュリティ管理ができる仕組みとする）
· 利用者ライセンスの管理ができること（複製による不正利用ができない仕組みとする）


維持管理データシステム（河川設備）　概念図

【目的】維持管理データの蓄積・共有（職員間）・活用

・蓄積　　　　　：メンテ点検報告書など、紙ベースから電子化する事で長期にわたり保存が可能。（施設がある限り保存）

・共有（職員間）：保全計画→点検→評価→対策事業精査→実施　をデータベースにて一括管理する事でデータや施設の状態を職員間で共有

・活用　　　　　：傾向管理データや健全度評価結果などを事業計画に活用
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